
















































































































































































第1時 上巻導入（授業開き） 第1時 聖徳太子の政治
第2時 歴史のとびらを開けよう 第2時 聖武天皇と行基




第5時 弥生のくらしの様子 第6時 藤原道長の話し合い
第6時 米作りが広がったころ 第7時 日本風の文化が栄える
第7時 むらからくにへ 第8時 古代のまとめ
第8時 卑弥呼の話し合い
第9時 古墳を調べる 第1時 武士の起こり・やかたの様子
第10時 大和朝廷と渡来人の活躍 第2時 武士の争い


















































































































第1時 上巻導入（授業開き） 第1時 聖徳太子の政治
第2時 歴史のとびらを開けよう 第2時 聖武天皇と行基




第5時 弥生のくらしの様子 第6時 藤原道長の話し合い
第6時 米作りが広がったころ 第7時 日本風の文化が栄える
第7時 むらからくにへ 第8時 古代のまとめ
第8時 卑弥呼の話し合い
第9時 古墳を調べる 第1時 武士の起こり・やかたの様子
第10時 大和朝廷と渡来人の活躍 第2時 武士の争い






























































































































































































































































21 23 13 17 15 18Hi・S Su・H N・ST・K
技術の進歩で船や弓
矢ができている








































































































































































































































































8 O・S 11 K・M 14
米を外国人が教えてく
れてありがたい









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































な方策等について(答申)」平成28年 12 月 21 日）。 
 
謝辞 
 本稿の執筆にあたり，研究授業の実施に際しては，
鈴木廣志校長先生をはじめ，栃木市立大平南小学校
の先生方に多大なご協力をいただきました。謹んで
深く謝意を表したいと思います。 
日付 学習活動 内容
2016/4/26 米作りが広がったころ
リーダーはどのようになるのか？
おかずはあるのか？
どんな武器を持っているのか
2016/5/23 聖武天皇と行基
行基はみんなのためにいろいろなことをやっているのに、行
動を押さえられたのはかわいそう
2016/5/25 藤原道長の暮らしを調べる
道長はいい人だと思ったけど違った。この世は自分のもとと
いうのは、頭がおかしい。
なぜこんなことを思ったのか？
2016/5/30 古代のまとめ
道長は権力がほしい。意外に頭がいい。ライバルをけちらす
なんて強い人だ。貴族は遊んでるだけだと思ったが、仕事を
していた。ひらがなが伝わる順番は思っていたのと違った。
2016/6/2 リーダーとして必要なことは？
みんなのことを考える。
道長のような人がずっとリーダーだったら、日本が終わる。
聖武天皇のような人がいい。
2016/6/6 武士の争い
頼朝がどれだけ仲間を大事にしていたかがよく分かった。頼
朝は戦いで活躍をしていた弟の義経を殺すなんて驚いた。
頼朝は義経を殺してからどうしたのか？
2016/6/9
源頼朝は武士をつ
かってどのように世
の中を作ったか？
（予想）
農民や武士の意見を聞いて、みんなの世の中にする。
2016/6/16
頼朝は武士をつ
かってどのように世
の中を作ったか？
頼朝が御恩や奉公を作ったから（そこに住む）農民が安心し
てついていく。
【表６】対象児Ｃの記述について【表6】対象児Cの記述について
